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 ＊ブログ：北野のり子 検索           ＊議員団ホームページ：共産党川西 

検索 
＊議員団控室 ℡ 740-1２６８ 

＊日本共産党川西市委員会 

川西市平野２－１－３ 

℡ ７９２－２１６４ 

北野のり子の活動をお知らせ 

しています。 

 

９
月
９
日
に
行
わ
れ
た
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
で
（
仮
称
）
川
西
市
中
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
整
備
・
運
営
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に

係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

私
は
、
こ
れ
ま
で
小
学
校
と
同
じ
自
校

調
理
方
式
で
の
中
学
校
給
食
を
求
め
て

き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

者
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
方
式
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
（
株
）
川
西
学
校
給

食
サ
ー
ビ
ス
が
施
設
を
整
備
し
、
Ｒ
１９

年
８
月
３１
日
ま
で
維
持
管
理
及
び
運
営

を
行
う
た
め
の
契
約
金
額
約
６４
億
４
千

万
円
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

多
く
の
保
護
者
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が

長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
中
学
校
給
食
が

２
年
後
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
南
北
に
細
長
い

地
形
の
川
西
市
に
南
部
地
域
（
南
中
第
二

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
一
か
所
で
い
い
の
か
危
惧

し
て
い
ま
す
。
Ｈ
３０
年
豪
雨
に
よ
り
市

内
１９
か
所
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
感
染
症
が
起
こ
れ
ば
中
学

校
全
て
の
給
食
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に

市
内
は
浸
水
区
域
も
多
数
存
在
し
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
等
の
感
染
症
に
関
し
て

少
し
で
も
リ
ス
ク
回
避
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
市
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
車
両

の
用
意
、
最
善
の
配
送
ル
ー
ト
を
業
者
と

話
を
す
る
。
感
染
症
に
関
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
に
な
る
の
で
現
時
点
で
は
言
え
な

い
が
、
こ
う
し
た
こ
と
に
限
ら
ず
給
食
運

営
を
含
め
リ
ス
ク
を
無
く
す
、
減
ら
す
と

述
べ
ま
し
た
。 
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無
く
す
、
減
ら
し 

     

 PFI とは、公共事業を実施するための手法の

一つで民間の資金と経営能力・技術力を活用

し、公共施設等の設計・建設・改修・更新や

維持管理・運営を行う公共事業の手法です。 

 

補正 

予算 

 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
回
）
の
主

な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
や
市
民
・
事
業
者
支
援
や
事
務
の

見
直
し
、
国
の
制
度
変
更
へ
の
対
応
な
ど

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
は
、
公
園
に
手
洗
い
場
を
設
置
。
現

在
、
３
０
２
公
園
の
内
９１
公
園
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
新
た
に
５０
か
所
（
２
５
０
０

㎡
以
上
）
に
設
置
し
ま
す
。
市
内
タ
ク
シ

ー
事
業
者
６
社
２７
台
に
感
染
症
防
止
対
策

と
し
て
、
３
２
４
万
円
。
阪
急
バ
ス
に
感

染
症
防
止
対
策
と
し
て
１
４
０
万
６
千

円
。
運
行
継
続
支
援
と
し
て
２
９
７
０
万

７
千
円
の
補
助
金
や
乳
幼
児
健
診
や
歯
科

診
療
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
に
か
か
る

費
用
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
特

に
注
目
し
た
の
が
電
子
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
実
施
に
つ
い
て
で
す
。
電
子
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
市
民
の
消

費
喚
起
を
促
し
事
業
者
の
事
業
継
続
や
市

民
の
生
活
支
援
や
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
と
い
う
目
的
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
賛

成
で
す
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
問
題
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
購
入
、
使
用
す
る
の
で
ス

マ
ホ
や
モ
バ
イ
ル
端
末
が
な
け
れ
ば
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
率
が
８３
％
と
は
言

え
、
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
購
入
で
き
な
い
、

使
え
な
い
の
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
決
済
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
や
銀
行
振
込
な
の
に
年
齢
制
限

が
あ
り
ま
せ
ん
。
先
行
自
治
体
の
例
を
見

る
と
紙
の
商
品
券
も
同
時
に
発
行
、
社
会

的
契
約 

的
契
約
の
こ
と
も
あ
り
２０
歳
以
上
と
て
い

ま
す
。
市
は
、
今
回
の
内
容
に
つ
い
て
見

直
し
す
る
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か

り
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

電子プレミアム付商品券－対象者－ 

〇参加店舗（一般・子育て共通）経営環境変化に対応し、事

業持続させる意思ある市内事業者（医療・福祉一部業種除く） 

〇一般（先着４０，０００人）市民限定。一人一口まで 

１０，０００円購入で１５，０００円利用可能 

（プレミアム率５０％） 

〇子育て世帯（約２５，０００人） 

０～１８歳の子ども一人につき一口まで購入可能 

７，５００円購入で１５，０００円利用可能 

（プレミアム率１００％）※一般分も購入可 

９月８日、総務生活常任委員協議会が開催され、

以下について説明がありました。 

１．ごみ収集方法の見直しと市民意見聴取の趣旨 

①燃やすごみ収集業務の一部を民間事業者へ委託 

②ごみ種別ごとの収集から地域ごとの収集業務委託

に変更 

③地域ごとのごみ収集への変更にあわせ、収集量に

応じ収集回数の見直し 

④空き瓶回収用のコンテナの配布と回収業務の見直

し 

２．意見を募集するごみ収集方法の見直し内容 

①収集曜日と回数を見直し→プラスチック製容器包

装とペットボトルについて、毎週水曜日と別の曜日

に分けて収集する。例えば・・・水曜日はプラスチ

ック製容器包装の日。金曜日はペットボトルの日 

②燃やさないごみや缶、びんなど月２回から月１回 

③びん収集時のコンテナ配布の見直→コンテナ配布

廃止（コンテナ配布にかる経費削減につながる） 

 

３．市民説明と意見募集の方法について 

●開催予定日１０月１７日（土）１０：００～１１：００市役所７階 

               １４：００～１５：００東谷公民館 

●意見募集は説明当日と録画した動画、ＨＰ掲載、必要な団体・個人にＤ

ＶＤ配布し説明会より２週間程度とし意見を受け付ける。 

●Ｒ３年３月 ３月定例会にてＲ４年度債務負担行為を設定 

●   ４月 業務発注 

●   ６月～市民説明会 

 

ごみに関心ある方各２０人程度

を公募 

Ｒ４年からびんは各自色ごとにポ

リ袋に入れ出すことになります。 


